

	受付番号※
	


※ここは記載しないでください。
倫理審査申請書

　　年　　月　　日提出

所属長（大学院社会産業理工学研究部理工学域長 
または大学院社会産業理工学研究部生物資源産業学域長）　殿

研究責任者
所属・職名　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　

　下記の課題の研究実施計画について，徳島大学大学院社会産業理工学研究部理工学域及び生物資源産業学域研究倫理委員会規則及びその他関係規程に則り，倫理審査を申請いたします。


記


	課題名
	

	研究期間※
	　　年　　月（倫理委員会承認後）～　　　　年　　月
	□新規・□継続

	研究責任者
	所属・職名
	
	氏名
	

	研究分担者
	所属・職名
	
	氏名
	

	
	所属・職名
	
	氏名
	

	
	所属・職名
	
	氏名
	

	
	所属・職名
	
	氏名
	

	
	所属・職名
	
	氏名
	



	倫理委員会説明者氏名
	連絡先電話番号
	E-mailアドレス

	
	
	


※研究期間は原則、５年以内とします。


	課題名
	

	研究の内容
	意義・目的（研究の背景や倫理上配慮が必要な点の説明も含めること）

	
	対象（研究に必要な概略の対象人数、被験者を選ぶ方針・基準も記すこと）

	
	実施計画（個人情報の取扱い及び謝金の有無，新型コロナウイルス感染が収束するまで感染防止対策（３つの密（密閉，密集，密接）の回避、マスクの着用、検温、消毒、換気など）についても記すこと）

	
	使用する主な研究費（講座経費、科学研究費補助金など）

	
	研究の実施場所

	
	被験者に対する留意事項（「被験者のみなさまへ」の内容を反映すること）

	
	その他特記すべき事項（審査の緊急性がある場合は理由を明記してください。）


※別紙様式（「被験者のみなさまへ」）及び「同意書」を作成し、この申請書に添付すること。
※「被験者のみなさまへ」は被験者に手渡し，「同意書」は実験者側で保管する書類であるため，同意書の説明はより簡略化しても問題ありませんが，「被験者のみなさまへ」の内容は，本申請書内に記載ください。
※罫線は必要に応じて外しても構いません。


　　　　年　　月　　日

被験者のみなさまへ

下記の研究計画において研究の被験者となっていただくため、研究の内容等について説明をいたします。

	１．研究課題

	

	２．研究責任者

	

	３．研究の意義・目的・期間・研究場所
	

	４．研究の内容・使用する装置について
	

	５．被験者へのお願い事項
	

	６．研究において期待される成果
	

	７．予測される不利益、苦痛、危険性とその予防安全確保の方法
	

	８．当該人間工学研究における補償の有無
	

	９．研究参加および参加撤回の自由
	

	１０．研究内容の入手

	

	１１．研究データの取扱い
	

	１２．特許等の帰属

	

	１３．問い合わせ、苦情等の窓口の連絡先等に関する情報
	

	１４．その他説明に必要な事項
	


※罫線は必要に応じて外しても構いません。
※本内容は，倫理審査申請書内にも記載してください。


[bookmark: _GoBack]（具体的な記載事項）
	１．研究課題

	

	２．研究責任者

	氏名、所属、連絡先

	３．研究の意義・目的・期間・研究場所
	

	４．研究の内容・使用する装置について
	・目標と内容　・計測項目、拘束時間　・個人情報の有無と内容　
・ヒト由来試料の有無、採取試料名、採取方法、研究終了後の試料の取扱い等

	５．被験者へのお願い事項
	・持参物　・服装　・前日の過ごし方　・研究内容の守秘義務等

	６．研究において期待される成果
	

	７．予測される不利益、苦痛、危険性とその予防安全確保の方法
	

	８．当該人間工学研究における補償の有無
	・謝金の有無（有の場合はその金額）　・損害や事故に対する補償の有無や内容

	９．研究参加および参加撤回の自由
	・研究への参加は任意であり、当該研究に参加しないことによる不利益な対応を受けないこと。　・被験者または代諾者等は、自らが与えた研究参加への同意について、不利益を受けることなく、いつでも口頭あるいは文書で撤回することができるということ。　等

	１０．研究内容の入手

	・被験者や代諾者等の希望により、個人情報保護や当該人間工学研究の独創性の確保等に支障がない範囲内で、当該人間工学研究の内容や結果についての資料を入手または閲覧できること。

	１１．研究データの取扱い
	・個人情報の取扱い、提供先の機関名、提供先における利用目的が妥当であること等について研究倫理委員会で審査した上で、当該人間工学研究の結果を他の機関へ提供する可能性、あるいは他の目的で利用する可能性があること。
・個人を特定できないようにした上で当該人間工学研究の成果が公表される可能性があること（個人が特定できるかたちの公表が不可欠な場合にはその旨も説明する。）

	１２．特許等の帰属

	・当該人間工学研究の成果により特許権等が生み出される可能性があること、および特許権等が生み出され場合の帰属先

	１３．問い合わせ、苦情等の窓口の連絡先等に関する情報
	

	１４．その他説明に必要な事項
	新型コロナウイルス感染が収束するまで，感染防止対策について記載。（３つの密（密閉，密集，密接）の回避、マスクの着用、検温、消毒、換気など）





